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高校英語 文法ユニット2 時制｜10分小テスト

時制 10分小テスト（標準・24点） 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 節のはたらきを見分けて時制を決め、場面に合う未来表現を選べる　／　語群なし。自分の力で形を思い出して書きます。

1 場面に合うほうを○でかこもう。 知識・技能

(1) 姉の毎朝のことを友だちに話して
My sister ( practices / is practicing ) the violin before school every

day.

(2) 明日の部活の予定を確かめて If it ( will rain / rains ) tomorrow, we will practice inside.

(3) 友だちが来るかどうか聞かれて I don't know if he ( comes / will come ) tomorrow.

(4) 大量のチーズを買った理由を聞かれて I ( am going to make / will make ) pizza tonight.

2 対話が通じるように（　）に英語を書こう。 知識・技能

A: What (　　　　　) you doing after school today?

B: I have a piano lesson every Tuesday. It (　　　　　) at four thirty.

A: I see. How about the river on Sunday?

B: Sure, but we will stay home if it (　　　　　).

3 自分のことを書こう。 思考・判断・表現

今度の日曜の予定を英語1文で書こう（もう決まっているなら現在進行形、これから決めるなら will）。

4 同じ if でも、うしろの動詞の形が割れます。 思考・判断・表現

どちらも正しい英文です。

Ａ If it snows tonight, the game will be canceled.

Ｂ I wonder if it will snow tonight.

① Ｂの if の節のはたらきに近いのはどちらですか。記号で答えよう。　ア「もし〜なら」と、どんなときの

話かを足しているだけの節　イ 動詞の「何を」に当たる席に入っている節

② なぜＡだけ will が入らないのですか。理由を書こう。
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高校英語 文法ユニット2 時制｜10分小テスト

時制 10分小テスト（標準）｜解答と許容の幅

解答

1

(1) practices

(2) rains

(3) will come

(4) am going to make

2

(1) are

(2) starts

(3) rains

3（解答例）　I am playing tennis with my brother on Sunday.

4 　①は正答が1つ。②は一例で、趣旨が合っていれば表現は問いません

① イ wonder の「何を」に当たる席に入っている。

②

「Ａは if の節を外しても The game will be
canceled. が文として残るが、Ｂは外すと I

wonder. だけになって中身が消えるから。足し
ているだけの節の中では、未来のことも現在形

にする。」（一例）

節を外して文が残るかどうかで、時制の決め方が変わる——これがこの単元

の芯そのもの。「副詞節だから」とだけ書いた答案には、なぜそう言える
のかを1行返す。

採点のめやす

・大問1の正解は(1)practices・(2)rains・(3)will come・(4)am going to make——4問を「未来の形」ひとつでは書けません。「時

制の単元だから will」と当てにいった答案は(1)と(2)が落ちます。返却時は(2)と(3)を並べて、同じ if で形が割れることに1分
使ってください。

・大問1(2)は全帯の範囲内です。逆に(3)は名詞のはたらきをする節を扱っていない帯では範囲外になるので、下の帯別の扱いを見

てください。

・大問1(1)に is practicing と書いた答案が出ます。every day があるので習慣＝現在形が正解ですが、「今週だけ特別に」とい

う読み方をしたのなら考え方は正しいので、なぜそう読んだかを1行書かせてから正誤を決めてください。

・大問1(4)は will make でも文としては成り立ちます。ただし「大量のチーズを買ったあと」という場面が示されているので、前

から決めていた＝be going to を正解とします。will と答えた答案には、いつ決めたことなのかを場面から読む練習として1行返
してください。

・大問2の語群は基礎版だけにあり、3語とも並びを空所の順とわざとずらしてあります（順番で当てられないように）。標準版・

発展版は語群なしの記入式で、(2)に begins と書いた答案も正解です。

・大問3は未来を表す形が使えていれば内容は問いません。be動詞の落とし（× I playing tennis）と、曜日につく前置詞（on

Sunday）を見るところにしてください。発展版は2文で1つの解答です——2文目は理由なので、未来の形でなくてかまいません。

・大問4は暗記では答えられない問いです。ＡもＢも正しい英文なので、形だけを見ても選べません。②は「if 節を外しても文が

残る／残らない」の趣旨が書けていれば表現は問いません。

・帯ごとの扱い: 学び直し帯は見取り図が名詞のはたらきをする節まで届いていないので、大問1(3)と大問4を外して17点満点で扱
ってください。大問1(2)と大問2は条件の節だけで解けるので、この帯でもそのまま出せます。

・基礎固め帯からは範囲がそろうので24点満点です。実力帯・入試帯も24点満点で扱えます。

・入試帯では大問3の2文目に「なぜそう決めたか」を必ず書かせ、1文目に選んだ形（will か be going to か現在進行形か）と食
いちがっていないかを見てください。

・10分で最後まで届かないクラスは、大問3を宿題に回すか、大問4だけを次の時間の導入に使ってください。
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